










初回面談
（アセスメント）

就労開始

内職の提供

3ヶ月1ヶ月 6ヶ月 12 ヶ月

・HUBchari
・委託 ( 行政 / 民間 )

金銭管理
（貯金サポート）

一般就労サポート
居宅移行サポート

一般企業との
マッチング就労支援のフロー

定期面談 定期面談 定期面談

※6ヶ月面談でHomedoor での就労を継続するか決定する

当事者経験のある人たちを現場リーダーに迎え入れ、会議を実施 「仕事のやりがい？違法駐輪がちょっとずつ減っていくことかなあ。」 講演会に登壇する機会提供も

「できるだけワキに寄せるねん、そしたらみんな通りやすいでしょ。」 「日報はこうやって書くねん」先輩スタッフが優しく指導する光景もHUBchari 以外の自転車も依頼があれば出張メンテナンス！

自転車修理講習に精を出すスタッフたち 屋上庭園の水やりの仕事、「やってみたら結構楽しい！」仕事の合間に事務所で談笑

地域の夏祭りで交通整備をお手伝い！ 仲間と談笑しながら、事務所で日報を清書調理の仕事に就くために事務所で練習中

※アセスメント時および
面談時に心身の理由によ
り就労が難しいと判断し
た場合は公的支援や他の
支援機関へ繋ぎます

コラム②　当事者リーダーの力

2015 年度は、 ホームレス経験のあるスタッフ 4名を就労支援の現場リーダーとして採用しました。 現

場での業務をこなしつつ、 新しく入ってきたスタッフに業務を教えたり、 より効果的に業務をこなせる

よう事務局に現場の状況を伝えたり、事務局と現場スタッフとのパイプ役を担ってもらいました。また、

月に一度、 事務局職員と現場リーダーによる会議を開き、 スタッフ一人ひとりの働きぶりや今後の課題

について意見を交換しました。

リーダーの声を聴いていると、 どのリーダーも本当に真剣にスタッフ一人ひとりと向き合っていること

がわかりました。 Homedoor で働くスタッフたちは、 病気、 借金、 人間関係のトラブル、 酒やギャ

ンブルへの依存など、 人には言えない様々な悩みを抱えています。 同じような経験をしたリーダーたち

だからこそ、 スタッフに共感し寄り添うことができます。 スタッフからも 「ここではほかの人には言

えないことも言える」 「同じような経験をした人がいるから、 安心できる」 といった声が聞かれまし

た。 当事者だからこそできるサポート （ピアサポート） の力を、 今後も大切にしていきます。

1か月目：初回面談（これまでの経歴や現在の生活状況聞き取り）
　　　　→内職の提供決定
　　　　内職（チラシ折、裁断）をしながら仕事と生活のリズムを作る
2か月目：HUBchariで6か月間の就労支援提供決定、週3日拠点で働く
　　　　　金銭管理プログラムを利用し、収入の一部を積み立てる

3か月目：定期面談（生活の変化や目標の達成具合の確認）→今後の目標設定
　　　　　勤務を週5日に増やし、居宅生活移行に向けて積み立ての額も増やす
6か月目：定期面談
　　　　　貯金が目標額に達したので、居宅移行サポート開始
　　　　　アパートへ入居
　　　　　一般就労サポート開始
12か月目：一般企業とのマッチングにより清掃会社の面接を受け、合格

就労支援プログラムを受けたAさんの例
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